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Sheet1

										ヒアリング項目概要		設定したヒアリング項目		ヒアリング結果を考慮し設定したアンケート設問		＊１		＊２

										大規模災害時の応急復旧協定		災害協定		各施設管理者との協定の締結状況（締結先，内容等）		〇

														災害協定等の締結理由（地域貢献，要請，企業評価向上等）				〇

														現状の災害協定の改善の必要性と改善事項		〇

										初動対応		具体的な対応の内容		前震後，本震後の応急復旧対応開始時期		〇

														具体的な応急復旧対応内容（要請者，作業時期）		〇

												作業員，燃料，食料等の調達		作業員，食料の充足状況		〇

														支援物資の応急復旧作業員への配布の必要性の有無				〇

												情報収集・伝達		有効に機能した連絡手段について（携帯電話，メール，ライン等）		〇

														災害情報システム*3)の有効性				〇

														複数の施設管理者や部署からの要請について（有無と優先順位）		〇

														施設管理者から伝達される情報の錯綜の有無		〇

												自主判断での対応		回答者の自主判断での応急復旧対応の有無		〇

												県外からの支援		国土交通省テックフォースの存在の認識の有無				〇

														テックフォースからのサポートの有無				〇

												費用負担		応急復旧時に無償で実施した作業の有無		〇

														応急復旧費用の清算に関する満足度と不満の場合の理由				〇

										応急復旧時の作業安全性と補償		安全性と補償		平常時と比較したときの応急復旧時の現場作業の安全レベル		〇

														復旧時のヒヤリハット体験の有無と内容				〇

														事故発生時の労災適用性の有無		〇

														事故保険の加入の有無				〇

														応急作業者への公務災害と同等の補償制度の適用の必要性の有無		〇

														写真等の作業記録を残せた割合		〇






E7)UTREDELN

E7U>JIEE

HBHZAAE

EXEPFREDIA

A &% S &R

ko353

REAZED

RKARBELERFOIC2EBHE

FHRHIEEXRE, B mENFER
EIEE LIS

- E R 1VER LERASN T R
L DREE (R)

MEREREBEBYERINT,
e RELIHERYER
(R)

-MERERNSFIERYER

BERBSN DRI EEE

BRI IGRE

-EIRERTRITIESSF - Nan i Bh (B Bk - NS (BIRRE) IGRREK, RBEHE
EIREE, AIEES T~ DY EE R " TKEIR, KEZHEHK

EER KREAFRELT:

EXE XENTIHE

ERE AN TEHE

EXE XES THERE

EX&-AH-8H
FDRE

R HMEERETE

PR AFTIRL

R B R T HEEE

AL R T iEEE

"B XEMELEEL

"B ERIERTR

B MEEREITE

"BH HMBEEREITRE

IEIFS IR

R T RO ERR

R R 1EREHEREL

A —)LIZKBIETRIGE

A—)LIZKBIETRIGE

TEERINEE, 1mE

-HBORAT LI EREE

"TAVIZRDIER

R EHRE A

B EHErTORIG

-BEHITORIST D7 —AMN

FERICRVLE R BT EFEL =

ot -BERDERDER - B ER D ERERH b2 o
-BIERO T HEE - fERRAE R AN & (T I

BoANLDXIE

- ERNXFEEZRELTLVEL-
1=

-BHAREOSAIZKYEE

EEEREDRERTORMIGT
ExRX A L

HRIZHL

ERAE

-ERAEICITERE

T EICESEESTERULER
[ EZTER

-ZRICHEOEHEETR

X ERTHEM, REEMHER

-B|RICEHR, FRIFE

"BEDEYVFEEDIZTHNE

-REFEEELRR

WREIRROERRE ML

&

-EHMOFRAEEL, AEXEHFELE
DF-OFEEL

KRBT EZEROEFLEDER
FrlX R & HITENof=

- HEEZORB O SR
ZEHITIEN T

"REAHEADIIRITENSLRE
T FE A ST=

-ERTIICRERERICIA




Sheet1

										ヒアリング項目概要		設定したヒアリング項目		ヒアリング結果を考慮し設定したアンケート設問		＊１		＊２

										大規模災害時の応急復旧協定		災害協定		各施設管理者との協定の締結状況（締結先，内容等）		〇

														災害協定等の締結理由（地域貢献，要請，企業評価向上等）				〇

														現状の災害協定の改善の必要性と改善事項		〇

										初動対応		具体的な対応の内容		前震後，本震後の応急復旧対応開始時期		〇

														具体的な応急復旧対応内容（要請者，作業時期）		〇

												作業員，燃料，食料等の調達		作業員，食料の充足状況		〇

														支援物資の応急復旧作業員への配布の必要性の有無				〇

												情報収集・伝達		有効に機能した連絡手段について（携帯電話，メール，ライン等）		〇

														災害情報システム*3)の有効性				〇

														複数の施設管理者や部署からの要請について（有無と優先順位）		〇

														施設管理者から伝達される情報の錯綜の有無		〇

												自主判断での対応		回答者の自主判断での応急復旧対応の有無		〇

												県外からの支援		国土交通省テックフォースの存在の認識の有無				〇

														テックフォースからのサポートの有無				〇

												費用負担		応急復旧時に無償で実施した作業の有無		〇

														応急復旧費用の清算に関する満足度と不満の場合の理由				〇

										応急復旧時の作業安全性と補償		安全性と補償		平常時と比較したときの応急復旧時の現場作業の安全レベル		〇
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Sheet2

										ヒアリング項目				共通的なコメント		各支部特有のコメント

																阿蘇支部		上益城支部		熊本支部

										大規模災害時の応急復旧協定				・各社は国交省，県，市町村等複数管理者と締結		・地震後１週間は適用されず指示待ちの状態（県）		・地震直後は協定通り適用されず，協会支部が調整し協定通り適用（県）		・地震直後から手順通り適用

														・協定内容外の対応も実施

										初動対応		具体的な対応内容		・危険箇所通行止め等		・人命救助（自衛隊援助）		・人命救助（倒壊家屋）		・応急給水，交通整理

														・道路啓開，河川修復等				・避難所への物資運搬		・下水復旧，災害ごみ運搬

												作業員・燃料・食料等の調達		・作業員：大きく不足した		・作業員：支部内で調整		・作業員：支部内で調整		・作業員：支部外でも調整

														・燃料：地震直後は不足		・燃料：特になし		・燃料：協会で一括調達		・燃料：協会で一括調達

														・食料：支援物資配給無し		・食料：地震後1週間不足		・食料：地震直後は不足		・食料：地震直後は不足

												情報収集，伝達		・指示命令系統が錯綜		・地震後1週間連絡無し		・メールによる指示伝達		・メールによる指示伝達

														・共有システムは適用困難		・ラインによる情報交換		・座標付き地図活用

												自主判断での対応		・自主判断での対応するケースがあった		・自宅周辺道路の啓開		・自宅周辺道路啓開		・指示にない被災箇所を補修したケースが有った

																・登山道路の土砂撤去		・危険個所があれば対応

												県外からの支援		・地震前は存在を認識していなかった		・県外業者の参入により混乱		・国道と県道の交差点での対応で国交省と協議		・特になし

												費用負担		・費用清算には満足		・土嚢に番号を書き写真撮影し事後に数量を確認		・会員に日報の記録を指示		・支部で単価，経費を確認

														・日報に記録，事後清算				・数量のとりまとめに労力要		・経費は管理者と調整

										応急復旧時の作業安全性と補償				・事故の発生無し，本震は夜間発生のため影響無し		・大型土嚢設置時や登山道の警戒時は安全性は低かった		・地震直後の夜中の河川点検時は安全性は低かった		・熊本城周辺は通行量が多く安全性は低かった

														・事前に民間保険に加入
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